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休 校 
通 常 ど お り 

情報
じょうほう

発信
はっしん

方法
ほうほう

（共通
きょうつう

） ・門真市
か ど ま し

ＨＰ ・学校
がっこう

ＨＰ ・学校
がっこう

メール 

通 常 ど お り 

通 常 ど お り 

「下校や学校待機」の案内は下記のい

ずれかの方法により情報発信します。 

 

 

 

発生
はっせい

日時
に ち じ

以降
い こ う

は休
きゅう

 校
こう

になります。 

 

※各家庭
か く か て い

への休校
きゅうこう

の連絡
れんらく

は行
おこな

いません。 

【
（

学校
がっこう

再開
さいかい

の情報
じょうほう

発信
はっしん

】
）

 

下記
か き

のいずれかの方法
ほうほう

により情報
じょうほう

発信
はっしん

します。 

児童
じ ど う

が在宅
ざいたく

時
じ

 

震度
し ん ど

 

４ 

学
がっ

校内
こうない

、通学
つうがく

路
ろ

の安全
あんぜん

確認
かくにん

等
とう

を 行
おこな

い 決定
けってい

 

安 全
あ ん ぜ ん

確 保
か く ほ

 保護者
ほ ご し ゃ

のお迎
む か

え 

市内
し な い

の 被害
ひ が い

の

様子
よ う す

によっては

学校
がっこう

待機
た い き

を継続
けいぞく

 

《 お 願 い 》 

 

1. 学校が休校となり、下校する場合については、保護者のお迎えが必要と

なりますので、お迎えに来られる方の登録をお願いします。 

2. 学校からの連絡については、とりわけ震度５弱以上の大地震が発生した

場合、通信手段が寸断されるなど、連絡できなくなる恐れがあります。

保護者の皆様におかれましては、気象庁の発表する情報等を積極的に入

手いただき、保護者のお迎えの場合、自主的に来校いただきますようお

願いいたします。 

3. 事前に家族がどこに避難するかを決めておきましょう。 

（例）近くの公園、小学校など 

4. 家族や親戚の安否情報は、災害用伝言ダイヤル（171 番）、災害用伝言

板（web171）、各携帯電話会社災害用伝言板などを活用できるよう事前

に取り決めておきましょう。 

5. 震度４以下の地震であっても、発生した後に、それより大きな地震が発

生することもあります。細心の注意をお願いします。 

6. 門真市では、震度５弱以上の地震が市内で発生した場合、「災害対策本

部（本部長：市長）」を設置するとともに、避難所が開設されます。各

学校は「避難所」に指定されておりますことから、長期にわたり休校と

なる場合があります。また、防災無線放送により避難情報等の放送を行

いますので、確認をお願いします。 

7. 地震発生時の基本行動は、どこにいても、どのような状況でも「上から

ものが落ちてこない」「横からものが倒れてこない」「ものが移動してこ

ない」場所に素早く身を寄せて安全を確保することです。まず、電信柱

の揺れなどで地震の大きさを確かめ、「カバンや持ち物で頭部を保護す

る」「建物、ブロック塀、看板、窓ガラス、自動販売機、屋根瓦、川岸、

自動車等から離れる」などの行動を取ります。こうしたことをご家庭で

もお子様と常日頃話し合ってください。 
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震度
し ん ど

３以下
い か

の場合
ば あ い

、基本的
き ほ ん て き

には通常
つ う じ ょ う

通
ど お

り

といたします。 

門真市教育委員会 

門真市小学校校長会 

学校
がっこう

は、休
きゅう

 校
こう

になります。 

基本的
き ほ ん て き

には通常
つうじょう

通
どお

りとしますが、状況
じょうきょう

によっては「震度
し ん ど

５弱
じゃく

」以上
いじょう

を観測
かんそく

した場合
ば あ い

と同
おな

じ対応
たいおう

（休校
きゅうこう

）とする場合があります。 

 

【休校
きゅうこう

の情報
じょうほう

発信
はっしん
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下記
か き

のいずれかの方法
ほうほう
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じょうほう

発信
はっしん

します。 
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え時
じ
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基本的
き ほ ん て き

には通常
つうじょう

通
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りとしますが、児童
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み

の安全
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を確保
か く ほ

し、自宅
じ た く

または学校
がっこう

、あるいは近
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くの一時
い ち じ

避難地
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保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

へ 地震
じ し ん

発生
はっせい

時
じ

の対応
たいおう

について

が 来 た ら ！ 


